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基
本
方
針

我
が
国
の
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

感
染
拡
大
の
防
止
策
を
講
じ
る
中

で
、
国
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
な
ど
の
各
種
施

策
の
効
果
や
内
外
経
済
の
改
善
を
背

景
に
持
ち
直
し
の
動
き
も
見
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
、
感
染
症
拡
大
に
よ
る

社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
内
外
経

済
を
下
振
れ
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る

も
の
の
、引
き
続
き
、こ
の
持
ち
直
し

の
動
き
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
金
融
資
本
市
場
の

変
動
等
への
影
響
に
も
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は

人
手
不
足
や
高
齢
化
と
いっ
た
構
造

変
化
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
る
事
業
環
境
の
激

変
、働
き
方
改
革
や
社
会
保
険
の
適

用
拡
大
と
いっ
た
制
度
変
更
へ
の
対
応

な
ど
、様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
地
域
中
小
零
細

企
業
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
支
援
機

関
と
し
て
地
域
総
合
経
済
団
体
で
あ

る
当
商
工
会
議
所
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
従
来
に
も
増
し
て
、日
本
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
国
、県
、市
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

会
員
の
み
な
ら
ず
広
く
市
民
の
期
待

に
こ
た
え
る
べ
く
、政
策
提
言
・
要
望

活
動
を
は
じ
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
諸
事
業
に
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
は
、霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
に
つ

い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
勘
案
し
た
開
催
の
検
討
を
す
る

ほ
か
、
通
り
会
連
合
会
と
の
連
携
に

よ
る
商
店
街
活
性
化
への
取
組
み
、商

工
業
振
興
と
中
小
零
細
企
業
対
策
の

推
進
への
取
組
み
、当
所
が
設
立
し
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
り
し
ま
市
民
活
動

支
援
機
構
」の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
き
り
し

ま
の
事
業
支
援
等
に
積
極
的
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、中
小
零
細
企
業
対
策
と
し

て
は
、
今
後
も
創
業
支
援
と
両
立
し

な
が
ら
引
き
続
き
事
業
の
継
続
に
向

け
、事
業
承
継
・
再
生
等
の
新
陳
代
謝

の
促
進
、
研
究
開
発
・
海
外
展
開
等

を
通
じ
た
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長

促
進
、中
小
企
業
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
な
ど
国
の
掲
げ
る
方
針
に
基
づ
き
、

コ
ロ
ナ
危
機
の
克
服
及
び
危
機
を
契

機
と
し
た
構
造
転
換
に
よ
る
低
成
長

か
ら
の
脱
却
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。加

え
て
、
地
方
創
生
を
進
め
る
う

え
で
は
、農
商
工
連
携
の
更
な
る
推
進

が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で

以
上
に
市
の
地
域
総
合
戦
略
に
参
画

し
、Ｊ
Ａ
あ
い
ら
を
始
め
と
す
る
関
係

機
関
と
連
携
し
、地
域
経
済
発
展
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
も
、霧
島
商
工
会
議

所
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
県
内
第
２
位
の
中

核
都
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
名
実

と
も
に
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
実
現

を
目
指
し
、役
員
、議
員
の
皆
様
方
と

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、積
極
的
な
事
業

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
御
理
解
、御
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
部
会
活
動

⑴
部
会
活
動
の
取
組

①�　

地
域
経
済
成
長
を
後
押
し
す
る

政
策
提
言
に
む
け
た
部
会
活
動

「
商
工
会
議
所
の
基
本
的
活
動
の

原
点
は
、部
会
活
動
で
あ
る
」に
照

ら
し
て
、四
半
期
毎
に
定
例
部
会

を
開
催
、更
な
る
積
極
的
な
部
会

活
動
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
成

長
の
実
現
を
図
る
。

②　
５
部
会
連
携
正
・
副
部
会
長
会

の
開
催
（
部
会
間
連
絡
会
）

５
部
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

労
働
力
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
直

面
す
る
人
手
不
足
等
の
問
題
解
決

や
女
性
や
若
年
層
の
活
躍
の
場
の

創
造
、多
様
な
働
き
手
が
活
躍
で

き
る
環
境
整
備
づ
く
り
な
ど
に
つい

て
調
査
研
究
を
行
い
様
々
な
経
営

課
題
の
解
決
を
図
り
、商
工
会
議

所
活
動
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
正
・

副
部
会
長
会
を
開
催
す
る
。

⑵
各
部
会
事
業
計
画

①　

商
業
部
会

Ａ
．
霧
島
市
に
対
し
て
小
売
業
へ
の

支
援
を
要
望
す
る

A�

地
域
経
済
支
援
策
と
し
て
、プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
小
売
業
種

の
雇
用
維
持
に
つ
な
が
る
助
成

金
の
新
設
を
要
望
す
る
。

Ｂ
．
販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

A�

接
客
接
遇
等
の
従
業
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
。

B�

新
規
創
業
又
は
創
業
初
期
の
課

題
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
。

Ｃ
．
視
察
研
修
の
実
施

A�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
域
経
済
活

性
化
に
成
功
し
て
い
る
先
進
事

例
に
つい
て
視
察
を
行
う
。

②　

建
設
建
材
部
会

Ａ
．
５
部
会
（
会
議
所
全
体
と
し
て

の
取
組
）
の
開
催
及
び
視
察
研
修

の
実
施

建
設
建
材
部
会
だ
け
の
問
題
に

留
ま
ら
ず
、
街
づ
く
り
等
の
地
域

全
体
に
つ
い
て
意
見
集
約
を
行
い
、

共
通
認
識
の
も
と
５
部
会
間
の
横

の
連
携
を
強
化
し
、
商
工
会
議
所

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

連
携
正
副
部
会
長
会
議
を
開
催

す
る
。

ま
た
、他
部
会（
工
業
部
会
等
）

の
交
流
を
図
り
、お
互
い
の
技
術
・

品
質
・
経
営
努
力
な
ど
を
学
び
自

社
事
業
への
取
組
の
参
考
に
す
る
。

Ｂ
．
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
継
続
実
施

及
び
啓
発
普
及
活
動
に
つい
て

平
成
13
年
か
ら
本
格
的
に
実
施

し
て
い
る
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
を
継

続
実
施
し
、啓
発
及
び
普
及
活
動

に
努
め
る
。

Ｃ
．
霧
島
市
内
国
分
地
域
の
道
路
網

に
つい
て

地
域
内
の
道
路
網
に
つ
い
て
問

題
提
起
を
行
い
、
部
会
で
取
り
ま

と
め
、関
係
部
会
等
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、常
議
員
会
・
議
員
総

会
への
提
案
、行
政
庁
への
意
見
、具

申
、陳
情
、要
望
を
行
う
。

③　

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会　
　

Ａ
．
購
買
行
動
及
び
雇
用
の
流
出
課

題
に
つい
て

令和3年度　収支予算書総括表
� 令和3年4月1日〜令和4年3月31日まで� （単位　円）

会　　計　　別
収　　入 支　　出

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較 増 減
（ 減 は △ ）

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較 増 減
（ 減 は △ ）

1.�一 般 会 計 93,910,000 91,052,227 2,857,773 93,910,000 91,052,227 2,857,773
2.�中 小 企 業 相 談 所 特 別 会 計 71,770,000 85,250,826 △�13,480,826 71,770,000 85,250,826 △�13,480,826
3.�退 職 金 特 別 会 計 35,551,854 32,346,854 3,205,000 35,551,854 32,346,854 3,205,000
4.�霧島国分夏まつり特別会計 30,300,000 2,172,491 28,127,509 30,300,000 2,172,491 28,127,509
5.�国分パークプラザ事業特別会計 85,650,000 101,810,368 △�16,160,368 85,650,000 101,810,368 △�16,160,368
6.�新 会 館 特 別 会 計 10,170,000 11,205,935 △�1,035,935 10,170,000 11,205,935 △�1,035,935

合　　　　　計 327,351,854 323,838,701 3,513,153 327,351,854 323,838,701 3,513,153

第48回　通常議員総会

令
和
３
年
度

事
業
計
画
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地
元
企
業
と
地
元
高
校
が
連

携
し
、そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
持

つ
価
値
や
意
味
を
伝
え
る
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
。
長
期
的
な

視
点
で
課
題
解
決
に
取
組
む
。

Ｂ
．
消
費
喚
起
に
繋
が
る
取
組

全
国
的
に
消
費
活
動
が
著
し
く

減
退
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
取
組
を
検
討

す
る
。

C
．
農
商
工
連
携
へ
取
り
組
む

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
と
の
包
括
連
携
締

結
の一
環
と
し
て
、地
産
地
消
や
生

産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
に
取
組

む
。

D
．
商
店
街
の
音
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
及
び
こ
く
ぶ
新

市
街
通
り
会
と
連
携
し
、街
な
か

の
音
環
境
整
備
に
取
組
む
。

④　

庶
業
部
会

A
．
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
組
支
援

A�

市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
霧
島

市
空
き
店
舗
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
や

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
を
活
用
し
て
空
き
店
舗
へ

の
入
居
促
進
、起
業
家
支
援
を

部
会
と
し
て
取
組
む
。

B�

他
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、市
街
地
活
性
化
に
積
極
的

に
取
組
む
。

B
．
事
業
継
承
の
課
題
に
取
り
組
む

中
小
企
業
の
今
後
の
課
題
と
し

て
、
事
業
継
承
の
問
題
が
あ
る
。

事
業
継
承
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
を
講
習
会
等
を
開
催
し
て
学
ん

で
い
く
。

C
．
住
環
境
の
整
備
促
進

A�

ま
ち
の
活
性
化
の
促
進
策
と

し
て
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め

に
、
国
分（
霧
島
市
）に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う

な
住
宅
地
の
整
備
促
進
策
や
空

き
家
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

の
検
討
勉
強
会
を
開
催
し
、提

言
を
行
う
。

B�

街
づ
く
り
に
関
係
す
る
各
団
体

（
例
え
ば
不
動
産
業
界
、
測
量

業
関
係
な
ど
）か
ら
の
意
見
や

要
望
に
対
し
て
解
決
を
図
る
べ

く
積
極
的
に
取
組
む
。

C�

市
の
都
市
計
画
決
定
に
関
し
、

用
途
地
域
の
変
更
な
ど
行
政
に

提
言
を
す
べ
く
調
査
、
研
究
を

行
う
。

D
．
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
関
与

近
隣
市
町
と
比
べ
て
見
劣
り
す

る
納
税
額
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

部
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し

結
果
が
出
せ
る
か
検
討
を
行
う
。

⑤　

工
業
部
会

A
．
情
報
交
換
会
開
催

工
業
部
会
員
の
企
業
と
の
情
報

交
換
会
を
引
き
続
き
開
催
し
、情

報
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、
各

社
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、さ
ら
に
技
術
力
を
高

め
共
同
事
業
化
の
実
施
を
進
め
て

い
く
。

B
．
も
の
づ
く
り
先
進
企
業
視
察
会

の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

工
業
関
連
企
業
に
も
影
響
を
与
え

て
お
り
、国
内
生
産
海
外
生
産
と

も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
世
界
的

な
需
要
減
少
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
寸
断
が
生
産
活
動
に
響
い
て
お

り
、ま
す
ま
す
生
産
性
向
上
を
図

る
べ
く
経
営
革
新
は
、
非
常
に
重

要
な
も
の
と
な
って
い
る
。
そ
こ
で
、

高
付
加
価
値
の「
も
の
づ
く
り
」に

取
組
む
先
進
企
業
の
事
業
戦
略
や

経
営
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
県
内
先

進
企
業
視
察
会
を
開
催
し
、鹿
児

島
県
経
営
革
新
承
認
へ
の
取
組
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、も
の
づ
く
り

補
助
金
等
の
採
択
に
向
け
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、生
産
性
向
上
を

目
指
す
。

2
．
重
点
事
項

⑴�

人
材
育
成
支
援
事
業
へ
の
取
組
強

化
⑵�

政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の

強
化

⑶�

社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
組

①
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
実
施

②
地
域
社
会
活
動
な
ど
へ
の
支
援

⑷�

中
小
企
業
の
地
球
温
暖
化
対
策

支
援
へ
の
取
組

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
実
態
把
握
へ
の
支
援

②
省
エ
ネ
診
断
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
活
用
支
援

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

の
推
進
支
援

④
一
般
廃
棄
物
排
出
量
削
減
へ
の
取

組　

等

⑸�

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
⑹�
商
工
業
振
興
と
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
対
策
の
推
進

①
企
業
交
流
・
研
修
会
事
業

②
霧
島
ふ
る
さ
と
祭
へ
の
取
組

⑺�

中
小
企
業
相
談
所
事
業

　

基
本
方
針

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継

続
を
強
力
に
支
援
す
る
た
め
、
持
続

化
給
付
金
、
持
続
化
補
助
金
、
家
賃

支
援
給
付
金
、コ
ロ
ナ
対
応
関
連
資

金
等
の
各
種
施
策
を
効
果
的
に
活
用

し
な
が
ら
危
機
対
応
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
は
、
国
の
掲
げ
る
１
．

事
業
承
継
・
再
生
等
の
新
陳
代
謝
の

促
進
、２
．
研
究
開
発
・
海
外
展
開
等

を
通
じ
た
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長

促
進
、３
．
中
小
企
業
等
の
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
を
支
援
し
、コ
ロ
ナ
危
機
の
克

服
及
び
危
機
を
契
機
と
し
た
構
造
転

換
に
よ
る
低
成
長
か
ら
の
脱
却
を
支

援
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
発
展

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
の
創
造
に
向
け
た
創
業
支

援
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

①�

「
新
た
な
日
常
」
の
先
取
り
に
よ

る
成
長
戦
略

②�

経
営
発
達
支
援
計
画
の
再
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み

③�

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り
組
み

④�

事
業
承
継
・
経
営
資
源
集
約
化
・

再
生
等
に
よ
る
新
陳
代
謝
の
促
進

⑤�

研
究
開
発
・
海
外
展
開
等
を
通
じ

た
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長
促
進

⑥�

経
営
の
下
支
え
、
事
業
環
境
の
整

備
⑦�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
力
向
上
支
援

⑧�

創
業
支
援
事
業
計
画
の
認
定
に
よ

る
創
業
支
援

⑨�

金
融
支
援
事
業

⑩�

健
康
経
営
の
推
進

⑪�

経
営
革
新
等
認
定
支
援
機
関
と

し
て
の
関
与
強
化

⑫�

人
材
育
成
支
援
事
業

⑬�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に
関
す
る
取

組
⑭�

お
も
て
な
し
規
格
認
証
の
取
り
組

み
推
進

⑮�

か
ご
し
ま
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
連
携

⑯�

税
務
支
援
事
業

⑰�
地
域
中
小
企
業
支
援
事
業

⑱�
共
済
・
保
険
事
業

⑲�
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
事
業

⑳�

青
年
部
・
女
性
部
活
動
推
進
事

業
㉑�

巡
回
・
窓
口
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

等
事
業

㉒
そ
の
他
の
事
業

⑻
観
光
振
興
の
推
進

⑼
商
工
会
議
所
組
織
活
動
の
強
化

一
般
事
業
細
目

1
．
会
議

2�

．
政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の

強
化

⑴
意
見
・
要
望
活
動

⑵
調
査
研
究
活
動

3
．
総
合
振
興
事
業
の
推
進

⑴
地
域
振
興
事
業

⑵
能
力
開
発
事
業

⑶
労
務
福
祉
対
策
事
業

⑷
国
際
振
興
事
業

4
．
商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

⑴
商
業
振
興
事
業

⑵
工
業
振
興
事
業

⑶
観
光
振
興
事
業

5
．
商
工
技
術
振
興
事
業
の
促
進

⑴�

公
共
職
業
訓
練
、
技
能
検
定
、

技
能
講
習
等
、実
施
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
開
催
や
、
各
種
講

習
会
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

⑵�

珠
算・簿
記・Ｐ
Ｃ・リ
テ
ー
ルマ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ（
販
売
士
）・
カ
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
福
祉
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、ビ
ジ
ネ

ス
実
務
法
務
、か
ご
し
ま
検
定

な
ど
各
種
検
定
の
実
施
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ
る
検
定

の
普
及
促
進

6
．
広
報
事
業
の
推
進

⑴�

商
工
会
議
所
報
の
充
実
及
び
発

行
に
よ
る
情
報
提
供

⑵�

商
工
会
議
所
業
務
案
内
パ
ン
フ

レッ
ト
な
ど
の
作
成
配
布

⑶�

関
係
行
政
機
関
等
の
広
報
チ
ラ

シ
等
に
よ
る
情
報
提
供

7
．
組
織
運
営
対
策
事
業
の
強
化

⑴�

会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡

大
、及
び
、強
化

⑵�

部
会
・
委
員
会
活
動
の
運
営
推

進
⑶�

青
年
部
・
女
性
部
の
育
成
、
及

び
、活
動
の
推
進

⑷�

商
工
会
議
所
生
命
共
済
、ア
ク

サ
生
命
保
険
な
ど
各
種
共
済

事
業
の
推
進

8
．
事
務
局
そ
の
他

⑴�

将
来
を
見
据
え
た
職
員
採
用
に

む
け
た
調
査
、取
組

⑵�

事
業
の
高
度
化
や
機
能
強
化
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
・
業
務

の
見
直
し

⑶�

会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡
大

及
び
強
化
への
取
組

⑷
事
業
収
入
増
収
への
取
組

⑸�

各
種
経
費
節
減
､
業
務
の
効
率

化
への
取
組

⑹
ザ
・ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
推
進

⑺
職
員
の
人
材
育
成

審
議
事
項

●
第
1
号
議
案

　

�

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ

い
て

　

�

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
第
2
号
議
案

　

�

借
入
金
限
度
額
承
認
に
つ
い
て

　

�

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
第
3
号
議
案

　

�

議
員
総
会
の
決
議
事
項
の一
部

を
常
議
員
会
に
委
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　

�

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
第
4
号
議
案

　

�

霧
島
商
工
会
議
所
定
款
の一
部

改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　

�

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
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優良従業員表彰&

3 月 23 日㈫第 48 回通常議員総会において、令和 2年度の会員事業所優良従業員及び「こぎれい大作戦」
功労賞が発表されました。受賞者の皆様、おめでとうございます。
今後も引続き、会員事業所の皆様のご協力をお願いいたします。

こぎれい大作戦功労賞表彰

〜毎月 第2金曜日　自分達の「街」をきれいにしましょう〜
こぎれい大作戦とは…『もてなしの街をめざして』…

霧島商工会議所の中に 5つの部会があります。その中
の『建設建材部会』が「部会活動方針の一つに掲げる “も
てなしの街づくり” の為には、街の美化が不可欠であり、
部会員が率先して行動しよう」として、平成 13年 5月か
ら［こぎれい大作戦］と称し、部会活動としての清掃ボ
ランティア活動が始まりました。以降、平成15年度から「霧
島商工会議所全体事業」として、全会員事業所を対象と
した活動を展開しており、当所の 3月開催の通常議員総
会において参加事業所のなかから表彰を行っています。
現在では、会員事業所のほか、霧島市役所、霧島市国
分建設業同志会などの参加もいただき、こぎれい大作戦
参加者が増えています。霧島市は「道義高揚宣言都市」
です。今後も引き続き、道義高揚の一助になることを願っ

て活動を続けてまいります。今後も多くの霧島商工会議
所会員事業所の参加を促し、さらに、一般市民への広報
や参加の呼びかけを行い、霧島市全域の運動へ拡げて参
りたいと考えております。�皆様のご参加、ご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。

こぎれい大作戦の内容
1. 作 戦 日 毎月第 2 金曜日
2. 作戦時間帯  作戦参加各事業所の判断によります
3. 清掃場所 作戦参加各事業所の周辺地区
4. 7 月は、「錦江湾クリーンアップ作戦」などのボラン

ティア活動がありますので、そこに、あわせての参
加活動も推奨していきます。

協力企業　霧島商工会議所会員企業

⑴永年表彰（20年以上）
中村　和幸	 鎌田建設株式会社
先山　浩樹	 株式会社鹿児島イエローハット
上薗　詳子	 株式会社西部システム
厚地　辰男	 有限会社瀬戸口鉄筋工業
堂園　春木	 有限会社瀬戸口鉄筋工業
岩松　　悟	 株式会社フジテック
深川　済夫	 株式会社フジテック
濱鍛　猛彦	 株式会社フジテック
川原　正和	 株式会社フジテック
前中　宏治	 株式会社フジテック

⑵15年表彰
曽山　　恵	 株式会社靴の尚美堂
海江田浩久	 有限会社万膳酒造
田口　　恵	 南建設株式会社
吉元　直人	 南建設株式会社

⑶10年表彰
前原　安久	 株式会社一吉工業
堀ノ内達美	 株式会社一吉工業
櫻井　崇生	 株式会社一吉工業
大山　日出	 株式会社一吉工業
中村　　誠	 鎌田建設株式会社
大谷　　博	 鎌田建設株式会社
水野　雄太	 有限会社藤田電装
桐野　浩二	 有限会社藤田電装
假屋　裕樹	 有限会社万膳酒造
鹿島由貴子	 株式会社無垢

⑷５年表彰
小松竜太郎	 今村電気株式会社
原田　勝史	 鎌田建設株式会社
馬場　昭司	 鎌田建設株式会社
中野　竜吾	 九州綜合警備保障株式会社

比良　有希	 株式会社鹿児島イエローハット
徳重　博昭	 株式会社鹿児島イエローハット
平山　光二	 有限会社万膳酒造
松元　哲郎	 南建設株式会社
瀬戸　茂樹	 南建設株式会社
鳥丸　芳郎	 南建設株式会社

令和2年度こぎれい大作戦事業所表彰　
功労賞受賞
キリシマ精工株式会社

（敬称略）

受賞おめでとうございます

優良従業員表彰受賞式に出席された皆様 功労賞受賞　キリシマ精工株式会社
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「若手が辞めない職場になっていますか」
新入社員はイキイキと働き始めていますか。若手社

員が働くことの楽しさや意義を実感し、周囲の人たちに
支えられ、育っていますか。こんなことを聞かれて、悩
ましいと思う方も多いのではないでしょうか。
実際に多くの会社で、新入社員や若手社員が周囲に
相談することなくすぐに辞めてしまうという話をよく聞
きます。彼らに直接話を聞くと、その原因の大半は最初
に配属された職場の上司や先輩との関係にあることが
分かります。
「先輩も上司も忙しいのは分かるけど、聞けない、聞い
てもらえない状況はつらい」
「何のための仕事か分からなくて目的を聞くと、余計な
ことは考えるなと言われた」
「言っていることは正しいけど、高圧的に言われると人
としてどうなのかと思う」
こんなふうに、目の前の上司や先輩に見てもらえない、
関わってもらえない、彼らと良い関係になれないことに、
落胆し、悩んでいく若手社員が多くいます。さらに、こ
うした状況が続くと、イキイキしていない上司や先輩を
見て、自分もいつか彼らのようになってしまうのではな
いかと不安を募らせていくというのです。
早く辞めてしまう若手社員に共通しているのは、上

司や先輩の姿に自分の未来を重ね、希望が持てなくなっ
たというものでした。アルバイトをしていたときの方が、
店長中心にみんなで一体感を持って働いていて、目の
前のお客さんに喜ばれる瞬間があり、それを分かち合
う仲間がいた、目の前でイキイキした人たちがいた。こ
こで働いても、そんなイキイキした自分、未来の自分が
イメージできないというのです。
何を甘いことを言っているんだと思う方がいるかもし

れません。接客業とは違うし、個々人が自分の役割や
作業をすることで組織は成り立っていることを教えなけ
ればという方もいるでしょう。でも、今までの世代とは
大きく違うのは、インターネットを通じて多くの情報や
外部の仲間とつながり、社会的に意味あることをする大
切さを学んできた世代です。一つひとつの仕事に意義
を感じ、前向きに取り組んでいる人たちに囲まれている
のかどうかが、彼らにとってはとても大切なことなので
す。
上司や先輩がイキイキする会社をつくることが一番

の解決策です。でもその前にできることがあります。そ
れは一見イキイキしているように見えなくても、思いを
持って働いている人がいることを知ってもらうことで
す。苦労した経験や小さな思いを語り合あう機会、場
をつくってみてください。それが、若手が辞めない職場
をつくる第一歩になります。

ジェイフィール　代表取締役
高橋　克徳

◇高橋　克徳／たかはし・かつのり
野村総合研究所、ワトソンワイアットを経て、ジェ

イフィール設立に参画。2010 年より現職。13 年より
東京理科大学大学院イノベーション研究科教授、18
年より武蔵野大学経営学部�特任教授を兼務。榊原清
則氏、野中郁次郎氏に師事し、組織論、組織心理学、
人材マネジメント論、人材育成論を専門とする。�特に、
人と人との相互作用が組織に与える影響、ダイナミズ
ムを研究し、組織感情、リレーションシップなどの新
たな切り口を提示し、組織変革コンサルティング、人
材育成プログラムの開発などに力を入れている。08
年に出版した『不機嫌な職場（共著、講談社現代新書）』
が 28 万部のベストセラーとなり、その後も数多くの
書籍や講演活動を通じて働く日本人の心の再生への
動きをリードしている。

3月25日㈭ 17 時から21時にかけて、国分中央 3丁目の一部市道を歩行者天国にして標記催しが開催されました。
これはコロナ禍の新たな試みとして川跡ちょうちん通り会が企画し、当所と霧島市が後援し実施された催しです。
対象地区を歩行者天国にし、通り会各店舗の商品をテントから注文すると店舗からテントまで配達された商品を屋外
にて 3 密を避けて各店舗の飲食を楽しんでいただくものです。当日は川跡ちょうちん通り会の平山等会長や霧島市長中
重真一氏の挨拶もあり、参加された方々は対象の店舗の美味しい食事に満足された様子でした。
4月は 29日㈯に開催予定で、今後も毎月第 4木曜日の17 時から21時の開催で計画しております。

きりしまストリートテラス
第４回川跡ちょうちん通り『夜の街テラス』が

開催されました

趣旨を説明する平山会長 挨拶される中重市長 会場内の様子
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※A・Bとも１事業主２人まで支給（無期雇用労働者1人、
　有期雇用労働者1人）

●育児休業の取得、職場復帰についてプランにより支援する措置を実施する旨を、あらかじめ労働
者へ周知すること。
●育児に直面した労働者との面談を実施し、面談結果を記録した上で育児の状況や今後の働き方に
ついての希望等を確認のうえ、プランを作成すること。★
●プランに基づき、対象労働者の育児休業（産前休業から引き続き産後休業及び育児休業をする場
合は、産前休業。）の開始日の前日までに、プランに基づいて業務の引き継ぎを実施し、対象労働
者に、連続 3 か月以上の育児休業（産後休業の終了後引き続き育児休業をする場合は、産後休業
を含む）を取得させること。　　　

●対象労働者の育児休業中にプランに基づく措置を実施し、職務や業務の情報・資料の提供を実施
すること。
●育休取得時にかかる同一の対象労働者に対し、育児休業終了前にその上司又は人事労務担当者が
面談を実施し、面談結果を記録すること。
●対象労働者を、面談結果を踏まえ原則として原職等に復帰させ、原職等復帰後も申請日までの間、
雇用保険被保険者として６か月以上継続雇用していること。
●「職場支援加算」は、代替要員を確保せずに、業務の効率化、周囲の社員により対象労働者の業務
をカバーした場合に支給します。（「Ⅱ 代替要員確保時」との併給はできません。）

●育児休業取得者を、育児休業終了後、原職等に復帰させる旨を就業規則等に規定すること。
●対象労働者が３か月以上の育児休業（産後休業の終了後引き続き育児休業をする場合は、産後休
業を含む）を取得し、事業主が休業期間中の代替要員を新たに確保すること。
●対象労働者を上記規定に基づき原職等に復帰させ、原職等復帰後も申請日までの間、雇用保険被
保険者として６か月以上継続雇用していること。

●育児・介護休業法を上回る「A：子の看護休暇制度（有給、時間単位）」または「B：保育サービ
ス費用補助制度」を導入していること。
●対象労働者が１か月以上の育児休業（産後休業を含む。）から復帰した後６か月以内において、
導入した制度の一定の利用実績（A：子の看護休暇制度は 10 時間以上（有給）の取得または
B：保育サービス費用補助制度は３万円以上の補助）があること。

A：育休取得時おもな
要件

育児休業等支援コース Ⅰ～Ⅲは中小企業事業主のみ対象

B：職場復帰時

Ⅰ　育休取得時・職場復帰時

Ⅱ　代替要員確保時

※「A：育休取得時」の助成金支給対象となった同一の対象労働者について、以下の全ての取組を行うことが必要です。

支給額
A 休業取得時 28.5万円<36万円>
B 職場復帰時 28.5万円<36万円>
職場支援加算 19万円<24万円>

※「B職場復帰時」に加算して支給 

※１事業主あたり１年度10人まで支給。（５年間）

支給額
支給対象労働者１人あたり 47.5万円<60万円>
有期雇用労働者の場合に加算 9.5万円<12万円>

※職場復帰時は、育休取得時を受給していない場合申請不可。

Ⅲ　職場復帰後支援 支給額
制度導入時 28.5万円<36万円>

制度利用時 A:子の看護休暇制度1,000円<1,200円>×時間
B:保育サービス費用補助制度実費の2/3

※制度導入については、AまたはBの制度導入時いずれか１回のみの支給。
　制度導入のみの申請は不可。
※制度利用は、最初の申請日から３年以内５人まで支給。
　１事業主当たりの上限は、A：200時間<240時間>、B：20万円<24万円>まで。

「育休復帰支援プラン★」を作成し、プランに沿って労働者の円滑
な育児休業の取得・職場復帰に取り組み、育児休業を取得した労働
者が生じた中小企業事業主に支給します。

育児休業取得者の代替要員を確保し、かつ育児休
業取得者を原職等に復帰させた中小企業事業主に
支給します。

育児休業から復帰後、仕事と育児の両立が特に困難
な時期にある労働者のため、以下の制度導入などの
支援に取り組み、利用者が生じた中小企業事業主に
支給します。

おもな
要件

おもな
要件

2021年度  両立支援等助成金のご案内
働きながら子どもを育てるパパやママへ

職業生活と家庭生活が両立できる “職場環境づくり” のために、以下の取組を支援します！！

厚生労働省・都道府県労働局
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霧島商工会議所青年部ウブコックミニ
UBUKOKmini通信 4月号

～令和２年度 霧島商工会議所青年部研修事業～
『コロナ禍における Web を活用した収益化策研修』

青年部では3月23、25日の2日間に分けて研修会を開催しました。
NAWAGATE株式会社	代表取締役	縄田倫靖氏を講師に迎え、コロナ禍で人と人の接触に制限がある

中でも出来る事、Web を用いてコロナ禍でのピンチをチャンスに転換するにはどの様なツールをどの様
に活用する方法があるのかを、お話いただきました。
誰もが想像していなかった新型コロナウィルスが猛威を振るう中、ただ待つだけでなく新たなる一歩を
踏み出す為のきっかけとなる講話内容で大変勉強になりました。

１日目の「非対面販売の活用」では新型コロ
ナウィルスにより人の流れが制限され多くの事
業が深刻な影響を受けている中Webを活用す
る事で、非対面でも行えるビジネスの一つでも
あるネットショッピングの基本的な知識や上手
な活用法をお話しいただきました。近代では身
近にあるネットショッピングですが販売側として
は、これまで活用する事がなかったので知らな
い事が多くありましたが、今回の講話で実際に
活用する際のヒントを得ました。

2日目の「SNS の活用」では現在多くの人が
手軽に利用できるツールですが多くの種類があ
り、使い方次第では大きな反響を生む可能性が
あるSNS。今回の講話ではその「SNS」の上
手な活用法また1日目の「非対面販売」と関連
付ける事でビジネスツールとして運用する方法
をお話しいただきました。日常生活で何気なく
使っているSNSですが多くの可能性を秘めて
いる事に気付かせてもらい非常に勉強になる講
話でした。

～縄田様 ありがとうございました！～

【縄田 倫靖氏プロフィール】
ホームページ制作会社NAWAGATE 株式会社代表
大学卒業後、電子業界紙記者などを経て貿易会
社駐在員として中国に駐在。帰国後 2008 年に

NAWAGATE 株式会社を設立。
Web 販路開拓・開発が得意分野で現在はミラサポ
鹿児島商工会議所、鹿児島商工会連合会など中小
企業支援機関のWeb・ECの専門家も担当。

1日目　非対面販売の活用

2日目　SNSの活用

霧島商工会議所青年部では部員を募集しています！　詳しくは TEL：0995-45-0313 まで
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通常枠　
補助額　100 万円～ 6,000 万円　補助率　２/ ３
卒業枠 * 
補助額　6,000 万円超～１億円　　補助率　２/ ３
* 卒業枠：	400社限定。事業計画期間内に、①組織再編、②新規設備投資、③グロー

バル展開のいずれかにより、資本金又は従業員を増やし、中小企業者等
から中堅・大企業等へ成長する事業者向けの特別枠。

※中小企業の範囲については、中小企業基本法と同様。
※別途、中堅企業者向け・緊急事態宣言特別枠もあります。

中 小 企 業

　令和3年4月1日から霧島商工会議所の組織強化を図るため、次長職を配置するとともに総務企画課に総務係及び企画係
を、また、中小企業相談所に第一係及び第二係を設置することとなりました。
　今回の人事異動にあたっては、中小企業相談所に次長職の総括監を配置するとともに、各係に係長を配置し、男女共同
参画の観点から、女性活躍推進を図り、女性が個性を活かして活躍できる職場づくりを進め、男女が研鑽しあえるよう努
めようとするものです。

人事異動等についてのお知らせ

人事異動(2021年4月1日付) ☆は昇格　〈   〉は旧所属
・中小企業相談所総括監兼所長兼主席経営指導員
　☆前田　義朗〈中小企業相談所長兼主席経営指導員〉

・総務企画課総務係長
　☆山内　綾子〈総務企画課主任〉
・総務企画課企画係長
　　原　　利治〈総務企画課係長〉
・中小企業相談所第一係長兼経営指導員	 	
　　横井　竜也〈中小企業相談所課係長兼経営指導員〉
・中小企業相談所第二係長兼経営支援員
　☆椛山　美香〈中小企業相談所主任兼経営支援員〉

・総務企画課企画係主任
　☆山下　哲美〈総務企画課主査〉
・総務企画課総務係主任
　☆松元　大志〈総務企画課主査〉
・中小企業相談所第一係主任兼経営支援員
　☆西　　智子〈中小企業相談所経営支援員〉

・総務企画課企画係主事
　　向井　修也〈総務企画課主事〉
・中小企業相談所第二係経営支援員
　　駿河　美沙〈中小企業相談所経営支援員〉
・中小企業相談所第二係記帳指導員
　　野元智矢子〈中小企業相談所主事〉

事業の再構築に挑戦する皆様へ

（中小企業等事業再構築促進事業）

ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するための

企業の思い切った事業再構築を支援
対　象
新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編又はこれらの取組を通じた規模の拡大等、思い切った事業再構築に意欲を有する、
以下の要件をすべて満たす中小企業等の挑戦を支援します！

１.　 申請前の直近６か月間のうち、任意の３か月の合計売
上高が、コロナ以前の同３か月の合計売上高と比較して
10％以上減少している中小企業等。

２.　 事業計画を認定経営革新等支援機関や金融機関と策定
し、一体となって事業再構築に取り組む中小企業等。

３.　�補助事業終了後３～５年で付加価値額の年率平均3.0%
（一部5.0％）以上増加、又は従業員一人当たり付加価
値額の年率平均3.0%（一部5.0％）以上増加の達成。

３月 26 日㈮公募開始しました
（４月 15 日㈭申請受付開始予定）
※詳細はホームページをご確認ください。

令和２年度３次補正予算

ホームページ
はこちら→

事業再構築補助金事務局コールセンター
【9：00 ～ 18：00（土日祝日を除く）】
＜ナビダイヤル＞ 0570−012−088
＜ IP 電話用＞ 03−4216−4080

お問い合わせ先

令和3年度の労働保険年度更新手続について事業主の皆様へ

○	鹿児島労働局より送付されます申告書及び納付書により、期間内の申告・納
付を行っていただきますようよろしくお願い申し上げます。
○ 	e-GOV【電子政府の総合窓口】から、電子申請による申告も可能です。

【お問い合わせ先】鹿児島労働局	労働保険徴収室　TEL：099(223)8276

6月1日㈫から7月12日㈪までは
労働保険の年度更新の申告及び保険料納付の期間です
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